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本章では磁気記録媒体の DC マグネトロンスパッタリング 

























































Fig. 3 酸化物の融点が CoPt酸化物グラニュラ
薄膜のMs, Kuに及ぼす影響 CoPtと酸化物が完
全相分離した場合の計算値 : complete 
separation (c.s.) グラニュラ膜の平均一軸結晶磁
気異方性エネルギ :ー Ku 
Fig. 2 CoPt酸化物焼結ターゲット内酸化物の 
放電機構 
Fig. 5 B2O3 (Tm: 450℃)とY2O3 (Tm: 2410℃)を有
するグラニュラ薄膜の断面組織 
Fig. 4 酸化物の融点と CoPt酸化物グラニュラ





そこで Fig. 3 に示す酸化物の融点対するグラニュラ薄膜 Ms, 
Kuより、低融点酸化物を用いると高い相分離と Kuをとなる傾
向を見出し、B2O3 を用いた場合 1.1×107erg/cm3 と高い Kugrain
を示した。次に構造において、下地層よりエピタキシャル成長




示した。そこで代表的な融点の酸化物である B2O3 (Tm: 450℃) 
とY2O3 (Tm: 2410℃)を有するグラニュラ薄膜の断面 TEM画像

























均融点に対する Ms, Ku を示すと単一酸化物のみの傾向上にプ
ロットされることから磁気特性は混合酸化物内の酸化物の体
積比によって決定されると考えられる。一方GDと混合酸化物
の平均融点の関係をFig. 8に示すとTiO2 (Tm: 1857℃) 以上の融
















nm程度の TiO2相であり、その上は 1 nm程度の B2O3相、さら





















からなる混合酸化物であることを見出した。一例として B2O3-TiO2 を用いたグラニュラ薄膜では 1.0×107 
erg/cm3のKugrainと 4.8 nmのGDが得られ、2 Tbit/inch2の材料要件を達成したことを示した。 
Fig. 10 混合酸化物を有するグラニュラ薄膜の
膜成長様式 
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